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成績評価の
方法・基準

到達目標：看護管理の目的と役割を理解し、看護ケアの管理と看護サービスについて説明できる。
学習内容：看護管理学の定義・構成、基本要素およびマネジメントが行われる場について学習する。

到達目標：医療・看護の質評価の仕組みと医療・看護制度の全体像を説明できる。
学習内容：病院機能評価、看護職制度および医療制度・政策の概要について学習する。

到達目標：看護組織の構造と看護単位の役割を説明できる。
学習内容：看護部門の組織構造、看護単位の機能および提供体制について学習する。

看護サービス組織と役割分担

到達目標：医療安全を推進するために組織で取り組む必要性が理解できる
学習内容：インシデントレポートの意義、組織的な安全管理体制の取り組みを学習する。

看護ケアマネジメントの基礎

キャリア形成と新人期の成長
到達目標：看護職のキャリア形成の仕組みとキャリアラダーの意義を説明できる。
学習内容：キャリアディベロップメント、新人教育およびキャリアラダー制度について学習
する。

リーダーシップとマネジメント
到達目標：看護管理におけるリーダーシップとマネジメントの概念と機能を理解する。
学習内容：看護実践におけるリーダー役割とマネジャー役割について学習する。

医療事故後の対応

情報管理と記録
到達目標：記録と情報管理の役割および説明責任の重要性を理解できる
学習内容：看護記録、ICT活用、個人情報保護および情報共有の基本について学習する。

到達目標：医療事故発生時の基本的な対応の流れを説明できる。
学習内容：チーム医療の概念、医師や関連職種との連携および情報共有の重要性につ
いて学習する。

教員名

教員からの
メッセージ

系統看護学講座　「看護管理」看護の統合と実
践①

・学習課題とクイズで学ぶ看護マネジメント入門
第2版

看護管理や医療安全は、将来保健・医療・福祉の場で看護職として看護サービスを提供するためには、重要な知識・技術で
す。自分が医療現場で働く立場を想定して学習しましょう。この科目は、病院で看護管理を担っている看護師が担当します。

参考図書

医学書院上泉　和子他

原　玲子

教科書

日本看護協会出版会

到達目標：事故発生時の対応と紛争防止対策について理解する。
学習内容：事故発生時の初期対応の考え方と方法、紛争を防止するための対策を学習
する。

目的・目標

１　看護管理の定義や基本的要素を理解し、看護を実践するために必要な人事・労務に関する知識が述べられる。
２　看護管理における人材育成の必要を理解し、その重要性について説明できる。
３　看護における業務管理の考え方と方法を学習し、課題について検討し、発表できる。
４　看護ケアのマネジメントとして安全管理を理解し、重要性について説明できる。

授業項目

授
業
計
画

看護管理の基本概念

テスト　(100%)

安全文化の醸成

医療・看護の評価と制度

到達目標：看護ケアマネジメントの基本的な流れと看護過程との関係を説明できる。
学習内容：看護ケアマネジメントのプロセス、提供者機能および管理機能と看護過程の関連につい
て学習する。

チーム医療と多職種連携

人材・物品・環境のマネジメント
到達目標：人的・物的・環境資源管理の重要性を説明できる。
学習内容：人材育成、物品管理および療養・作業環境整備について学習する。

到達目標：チーム医療における看護師の役割と多職種連携の意義を説明できる。
学習内容：チーム医療の概念、医師や関連職種との連携および情報共有の重要性につ
いて学習する。

法的責任と基本的責務
到達目標：看護実践の基盤となる保健師助産師看護師法等の関連法や定義について理解する。
学習内容：看護学概論で学習した法的責任や基本的責務を看護管理の視点で再学習する。

到達目標：医療安全管理の仕組みと患者の安全確保の重要性を説明できる。
学習内容：安全管理プロセス、医療安全管理体制および患者の権利と安全確保の関係
について学習する。

科目名

（科目番号）

山下　美智子
立澤　友子
橋本　直子
増永　京子

日常業務マネジメント

医療安全管理の基礎

到達目標：看護業務の進め方と優先順位付けの重要性を説明できる。
学習内容：看護基準・手順、クリティカルパスおよび多重課題への対応方法について学習
する。

授業概要

準備学習 毎回の授業について少なくとも1時間程度の予習・復習をすること。

看護サービスは看護専門職が中心になって提供し管理するプロフェショナルサービスである。目まぐるしい社会の
変化を自ら捉え、人々のニーズに応じた専門職としての質の高いケアを提供するためには、人、物、資金や時間、
情報などのさまざまな資源を効率的かつ効果的に活用することが必要である。ここでは、今後看護職として必要な
看護管理の知識や基本的な考え方について学習し、さらに、医療現場で取り組まれている安全対策の概略、事故発
生のメカニズムと発生防止の考え方、自分自身の力で医療事故を回避する方策など医療安全管理を含めた看護のマ
ネジメントについて学ぶ。

到達目標・学習内容

医療事故対応と再発防止

非常勤

看護管理と医療安全

(時間割参照)

時間割表参照


